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科学技術振興機構報 第１２１８号 

 

平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 ３ 日 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL http://www.jst.go.jp 

 

戦略的創造研究推進事業における 
平成２８年度新規研究総括および研究領域の決定について 

 

記 

 

研究総括：中村 泰信（ナカムラ ヤスノブ） 東京大学 先端科学技術研究センター 教授 

研究領域：巨視的量子機械 

 

研究総括：沼田 圭司（ヌマタ ケイジ） 理化学研究所 環境資源科学研究センター 

チームリーダー 

研究領域：オルガネラ反応クラスター 

 

研究総括：蓮尾 一郎（ハスオ イチロウ） 東京大学 大学院情報理工学系研究科 准教授 

研究領域：メタ数理システムデザイン 

以上 

 

 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、戦略的創造研究推進事業 総括実施型研究（ＥＲＡＴＯ）

において、平成２８年度の新規研究総括および研究領域を下記のとおり決定しました。 

本事業は、我が国が直面する重要な課題の達成に向けた基礎研究を推進し、社会・経済の

変革をもたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知識に基づく革新的技術の

シーズを創出することを目的としています。国（文部科学省）が戦略目標を設定し、そのも

とにＪＳＴが推進すべき研究領域と、研究領域の責任者（研究総括）を定めます。 

ＥＲＡＴＯでは、有識者（常任のパネルオフィサーおよびパネルごとに選出したパネルメ

ンバー）から構成される選考パネルを設置し、研究総括および研究領域を選考します。選定

された研究総括のもとに若手研究者を結集し、時限的なプロジェクトの中で独創性に富んだ

研究を実施します（研究期間：５年程度、研究費総額：最大１２億円程度）。 

選考では、推薦公募およびＪＳＴ独自調査により作成した候補者母集団（１，３９４名）

について、パネルオフィサーの協力によりさらに絞り込み、研究提案を依頼すべき候補者を、

３分野から計１１名選出しました。これらの候補者について書類査読と面接選考（事前評価）

を実施し、各分野から１件ずつ、計３件の研究領域および研究総括を決定しました（資料１）。 



 2 

＜添付資料＞ 

 資料１：研究総括および研究領域 

資料２：選考の視点 

資料３：選考パネル（評価者） 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 研究プロジェクト推進部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

大山 健志（オオヤマ タケシ）、古川 雅士（フルカワ マサシ） 

Tel：03-3512-3528 Fax：03-3222-2068 

E-mail：eratowww@jst.go.jp 
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資料１ 

           研究総括および研究領域 

 

１．研究総括 

中村 泰信（ナカムラ ヤスノブ） ４８歳 

（東京大学 先端科学技術研究センター 教授） 

 

＜略歴＞ 

平成 ２年 東京大学 工学部物理工学科 卒業 

平成 ４年 東京大学 大学院工学系研究科 超伝導工学専攻修士課程 修了 

平成 ４年 日本電気株式会社 基礎研究所 研究員 

平成１３年 デルフト工科大学 客員研究員（～平成１４年８月） 

平成１４年 理化学研究所 客員研究員兼任 

平成１７年 日本電気株式会社 基礎・環境研究所 主席研究員 

平成２３年 博士（工学）取得（東京大学 大学院工学系研究科 物理工学専攻） 

平成２４年 東京大学 大学院工学系研究科 物理工学専攻 教授 

平成２４年 東京大学 先端科学技術研究センター 教授（現職） 

平成２６年 理化学研究所 創発物性科学研究センター チームリーダー 兼務（現職） 

 

＜受賞＞ 

平成１１年 応用物理学会 講演奨励賞 

平成１１年 サー・マーティン・ウッド賞 

平成１１年 仁科記念賞 

平成１６年 アジレントテクノロジー 欧州物理学賞 

平成２０年 サイモン記念賞 

平成２６年 トムソン・ロイター 高被引用論文著者 

平成２６年 江崎玲於奈賞 

 

２．研究領域名 

巨視的量子機械 

 

３．戦略目標 

量子状態の高度制御による新たな物性･情報科学フロンティアの開拓 
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４．研究領域「巨視的量子機械」の概要 

 

量子力学は、物理学の基本理論として多くの科学分野の発展の礎となり、現在の情報社

会の隅々にまで恩恵をもたらしています。その進歩を引き継ぎ、今世紀に入る前後から湧

きおこってきた新たな波が量子情報科学です。従来の情報通信技術においては、量子力学

が、いわば縁の下の力持ちであったのに対し、量子情報科学のもとでは、重ねあわせや量

子もつれといった量子の性質を最大限に活かした、優れた応用が可能であると期待されて

います。しかし、任意の量子状態を任意の時間にわたって保持し続け、その上で自在に量

子状態を制御するためには、雑音による誤りの発生など、いまだに多くの課題が存在しま

す。 

このような背景のもと、本研究領域では、研究総括がこれまで世界に先駆けて独自の研

究を構築してきた超伝導量子ビットとそれを用いた量子回路に関する技術を発展させ、高

精度な量子状態制御・観測技術を確立します。さらに、多様な計算に対応可能な量子コン

ピュータの実現に向けて、誤り耐性を持つ量子情報処理方式を実装するための拡張性の高

いプラットフォームを開発します。加えて、今後ますます重要になると予想される、超伝

導量子回路と異種の物理系を融合したハイブリッド量子系の構築を通じて、新たな量子情

報処理技術の可能性を大きく飛躍させることを目指します。 

具体的には、ナノ加工技術・実装技術を活用して超伝導量子ビットの２次元稠密（ちゅ

うみつ）集積化を行い、高精度な量子ゲート操作を実現することにより、新しい誤り耐性

符号の実装に挑戦します。加えて、超伝導回路上のマイクロ波量子光学ネットワークやハ

イブリッド量子系などの新規量子インターフェイスの実現に挑戦します。 

本研究領域を通じて、量子状態制御技術の飛躍的向上により、複雑かつ柔軟な「量子機械」

の制御に挑みます。これは量子コンピュータ実現へのマイルストーンとなり、新たな科学の

基盤技術の創出につながると期待されます。また、量子誤り耐性符号化の実現により、物性

物理などとの境界領域における新たな発展が、量子インターフェイス技術の実現により、分

散型量子情報処理や量子中継など量子通信応用への展開が期待されます。 
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１．研究総括 

沼田 圭司（ヌマタ ケイジ） ３６歳 

（理化学研究所 環境資源科学研究センター チームリーダー） 

 

＜略歴＞ 

平成１５年 東京工業大学 工学部高分子工学科 卒業 

平成１７年 東京工業大学 大学院総合理工学研究科博士前期課程 修了 

平成１９年 東京工業大学 大学院総合理工学研究科博士後期課程 修了、博士（工学） 

平成２０年 日本学術振興会 海外特別研究員（タフツ大学） 

平成２２年 理化学研究所 バイオマス工学研究プログラム酵素研究チーム 上級研究

員 

平成２４年 理化学研究所 バイオマス工学研究プログラム酵素研究チーム  

チームリーダー 

平成２７年 理化学研究所 環境資源科学研究センター バイオマス工学研究部門酵素研

究チーム チームリーダー（現職） 

 

この間 

平成１５年    BASF 社（ドイツ） インターンシップ 

平成１８年    Royal Institute of Technology（スウェーデン） 研究留学 

平成２３年～現在 マレーシア科学大学 Visiting Professor 兼任 

平成２６年～現在 Spiber 株式会社 Visiting Fellow 兼任 

 

＜受賞＞ 

平成２３年 平成２３年度理化学研究所 研究奨励賞 

平成２６年 高分子学会 高分子研究奨励賞 

平成２６年 高分子学会 Polymer Journal 論文賞－日本ゼオン賞 

平成２６年 理化学研究所 ゲノム科学総合研究組織（ＧＳＣ） 七夕ミーティング２０

１４ フェロー 

平成２７年 高分子学会 第６１回高分子研究発表会 ヤングサイエンティスト講演賞 

平成２７年 高分子学会 バイオ・高分子研究会 若手研究奨励講演賞 

 

２．研究領域名 

オルガネラ反応クラスター 

 

３．戦略目標 

気候変動時代の食料安定確保を実現する環境適応型植物設計システムの構築 
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４．研究領域「オルガネラ反応クラスター」の概要 

 

近年のバイオテクノロジーの発展に伴い、生物による物質生産技術はさまざまな分野で

利用され始めています。特に植物は、葉緑体や液胞といった固有の細胞内小器官（オルガ

ネラ）を持ち、これらを制御することで、光や二酸化炭素をエネルギー源として光合成を

行うなど、独自の物質生産を行っています。こうした植物固有の特性を用いれば、微生物

や動物では達成できない物質生産技術を創出することが可能であると考えられますが、幅

広い実用化は容易ではありません。その理由の１つとして、オルガネラ間の物質輸送や相

互作用、そしてそれらが植物全体の物質生産能力に与える影響が未解明であることが挙げ

られます。植物を物質生産の反応の場として活用していくためには、植物細胞中の各オル

ガネラの機能とその相互作用や代謝、物質生産などに及ぼす影響について、理解を深める

ことが不可欠です。 

本研究領域では、植物細胞中の複数のオルガネラを複合的に操作・改変する技術を確立

するとともに、オルガネラ間の物質輸送やオルガネラの細胞内局在が物質生産に与える影

響を総合的に明らかにすることで、物質生産に最適な植物個体の作出や植物個体の機能改

変に向けた基盤的な知識を構築することを目指します。 

具体的には、オルガネラに選択的に物質を輸送できる「融合ペプチド」を技術的な基盤

として、複数のオルガネラを複合的に改変する技術を確立します。また、バイオイメージ

ングや計算科学の手法を取り入れ、細胞内のオルガネラ間の距離と代謝反応の相関関係を

数値化することにより、オルガネラの相互作用と生産性を定量的に評価する指標を開発し

ます。さらに、これらの取り組みで得られた知見を基礎として、植物における物質生産に

最適な代謝経路の設計に挑みます。 

本研究領域により、これまで未知であったオルガネラに対して、工学と植物科学の融合

による体系的な理解が進むとともに、世界に先駆けて複数オルガネラを改変する技術を確

立することにより、物質生産に最適な植物を設計することが可能となります。これにより、

創薬や食料生産、化学産業など、植物を起点とした多様な産業への展開を実現するための

技術的な基礎を確立することが期待されます。 
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１．研究総括 

蓮尾 一郎（ハスオ イチロウ） ３８歳 

（東京大学 大学院情報理工学系研究科 准教授） 

 

＜略歴＞ 

平成１４年 東京大学 理学部数学科 卒業 

平成１６年 東京工業大学 大学院情報理工学研究科 数理・計算科学専攻修士課程 修了 

Radboud University Nijmegen （ナイメーヘン・ラドバウド大学、オラン

ダ） 計算機科学科 博士課程学生、初級研究員（平成１９年４月まで） 

平成１９年 京都大学 数理解析研究所 助教 

平成２０年 Radboud University Nijmegen 計算機科学科博士課程 修了、学術博士 

平成２３年 東京大学 大学院情報理工学系研究科 講師 

平成２７年 東京大学 大学院情報理工学系研究科 准教授（現職） 

 

この間 

平成１９～２３年 科学技術振興機構 さきがけ研究者（「数学と諸分野の協働による 

ブレークスルーの探索」研究領域、西浦 廉政 研究総括） 

平成２７～２８年 京都大学 数理解析研究所 客員准教授 

 

＜受賞＞ 

平成２０年 cum laude（クムラウデ） 

（オランダの優秀な博士号取得者に与えられる名誉称号） 

平成２４年  藤原洋数理科学賞 第１回奨励賞（日本数学会後援） 

平成２６年  最優秀論文賞 CONCUR 2014-Concurrency Theory-25th International  

Conference（卜部夏木氏：東京大学大学院 情報理工学研究科 修士課程１

年（受賞時）と共同受賞） 

 

２．研究領域名 

メタ数理システムデザイン 

 

３．戦略目標 

社会における支配原理・法則が明確でない諸現象を数学的に記述・解明するモデルの

構築 
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４．研究領域「メタ数理システムデザイン」の概要 

 

今日の製造業においては、高度な情報処理技術を導入することにより、設計から生産に

至る工程の様相を根本的に変える取り組みが進んでおり、設計工程および生産工程の自動

化とソフトウェアによる支援がさまざまな業種で採用されつつあります。また、自動運転

などの例に見られるように、ソフトウェア制御によって工業製品の機能が飛躍的に拡大す

るなど、今後ますますソフトウェアが設計・生産工程の効率化や工業製品の品質向上に大

きく寄与するようになると考えられます。 

 このような背景のもと、本研究領域では従来のものづくり技術にソフトウェア科学の成

果を導入し、仕様策定から設計、実装、保守まで工業製品開発のさまざまな側面を支援す

るソフトウェア・ツールの構築を目指します。また、これと並行して、工業製品開発にお

いて重要な制御理論とソフトウェア科学の双方を数学的に融合した汎用的な理論体系の構

築も目指します。将来、これらの基礎的・応用的成果をまとめることによって、工業製品

開発のためのソフトウェア・インフラ（統合開発環境）構築の基盤とすることを目標とし

ます。 

  具体的には、「形式手法」というソフトウェア科学における数学を基盤としたシステム設

計の技法を取り込むことにより、製品の品質保証や効率化へのソフトウェアによる支援を

大きく推進します。工業製品の開発に形式手法を適用するには、物理系の連続ダイナミク

スや確率・時間などの連続的要素を包含するように、形式手法に対してさまざまな拡張を

行うことが必要です。そこで、形式手法の拡張の過程そのものを数学的に解析し、高次（メ

タレベル）の理論を構築することで、日々多様化する工業製品の利用環境に対応するよう、

形式手法を一挙に拡張します。この成果を、自動車業界など産業界の各分野に展開を図る

予定です。 

本研究領域で構築するソフトウェア・ツールおよびその発展形として将来的に期待され

る統合開発環境は、複雑化する工業製品の品質保証および効率化における工程数・コスト

を本質的に削減して、製造業に広く貢献します。また同時に本研究領域が構築する理論体

系は、ソフトウェア科学・制御理論および数学一般において新たな展開を拓くことが期待

されます。 
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資料２ 

 

選考の視点 

 

＜研究総括＞ 

○研究プロジェクトの指揮を委ねるにふさわしい優れた研究者であること。 

○指導力および洞察力を備え、若い研究者を触発し得る研究者であること。 

＜研究領域＞ 

○革新的な科学技術の芽あるいは将来の新しい流れを生み出す可能性のあるものである

こと。 

○戦略目標から見て適当なものであること。 

○適切な研究実施体制、実施規模であること。 

 

※国際共同研究を含む場合は、上記に追加して以下の観点でも審査します。 

＜研究総括＞ 

○相手機関と共同して円滑に研究を推進できること。 

＜研究領域＞ 

○共同研究相手機関と研究能力を結集することにより、革新的な科学技術の芽の創出や

国際研究交流に資することが期待できるものであること。 
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資料３ 

選考パネル（評価者） 

（１）巨視的量子機械 

パネルオフィサー 

主査：上田 正仁（東京大学 大学院理学系研究科 教授） 

パネルメンバー 

西森 秀稔（東京工業大学 理学院 教授） 

波多野 睦子（東京工業大学 工学院 教授） 

藤巻 朗（名古屋大学 大学院工学研究科 教授） 

藤原 聡（ＮＴＴ 物性科学基礎研究所 上席特別研究員） 

Anthony J. Leggett（アンソニー・ジェームズ・レゲット、Institute of 

Condensed Matter Theory, University of Illinois, Professor／

イリノイ大学 物性理論研究所 教授） 

 

（２）オルガネラ反応クラスター 

パネルオフィサー 

主査：中西 友子（東京大学 大学院農学生命科学研究科 特任教授） 

多田 啓司（旭化成株式会社 研究・開発本部 シニアアドバイザー） 

パネルメンバー 

佐藤 文彦（京都大学 大学院生命科学研究科／農学部 兼任教授） 

三村 徹郎（神戸大学 大学院理学研究科 教授） 

山本 洋子（岡山大学 資源植物科学研究所 教授／グローバル・パートナー

ズ センター長） 

Laurent Nussaume（ローレント・ヌソム､Department of Plant Ecophysiology 

and Microbiology, Commissariat à l'énergie atomique et aux 

énergies alternatives (CEA), Group Leader／フランス原子力・

代替エネルギー庁 植物生態生理学・微生物部門 グループリー

ダー） 

 

（３）メタ数理システムデザイン 

パネルオフィサー 

主査：徳田 英幸（慶應義塾大学 環境情報学部 教授） 

本位田 真一（国立情報学研究所 アーキテクチャ科学研究系 副所長・教授） 

パネルメンバー 

相澤 彰子（国立情報学研究所 コンテンツ科学研究系 教授） 

井上 克郎（大阪大学 大学院情報科学研究科 教授） 

上原 三八（富士通株式会社 顧問） 

Jeff Kramer（ジェフ･クラマー､Department of Computing, Imperial College 

London, Professor／インペリアル・カレッジ・ロンドン 計算機

工学科 教授） 

 

※常任のパネルオフィサー名簿は、下記のウェブページからご覧いただけます。

http://www.jst.go.jp/erato/application/ERATO_PO.pdf 


